≪声明≫
憲法を尊重せず、安倍首相の改憲を後押しする発言を行った河野統幕長の罷免を求める
河野克俊統合幕僚長が5月23日、安倍晋三首相の自衛隊の存在を憲法9条に明記するとの改憲発言について、「非常にありがたいと思う」と語りました。
河野統幕長の発言は、憲法第99条の公務員の憲法尊重擁護義務や、自衛隊員の政治的行為の制限を規定した自衛隊法第61条に明確に反するものです。河野氏は23万人の自衛官を率いる統幕長であり、安倍首相が違憲の改憲発言を行い、国民や世界から厳しい批判の声を上がっている中、9条改憲を公然と後押しする発言は、軍部が憲法を破壊するであり、文民統制の観点からも、断じて許されません。
河野統幕長といえば、最近では南スーダンの国連平和維持活動（ＰＫＯ）に派遣された陸上自衛隊の日報をめぐって、「戦闘」の言葉を使わないよう事実上指導したと語り、批判を浴びました。また、2014年12月には米軍高官との会談で、安保法制＝戦争法の審議さえ始まっていない中、「成立の時期の見通し」や「辺野古新基地推進」などの政治的発言を行い、2015年9月の国会で追及された前歴を持っています。これらの言動だけでも許されるものではなく、さらに今回の発言により、河野統幕長は罷免されるべきです。
菅義偉官房長官がいう「個人の発言だから全く問題ない」などという論理は成り立ちません。一自衛官だとしても、憲法や法令を順守すべきなのは当然です。安倍首相が改憲発言について首相と総裁の使い分けを試みたことにならったものなら、なお許されません。さらに、防衛省は河野統幕長の定年を１年間再延長すると発表しました。統幕長の定年が２度延長されたのは初めてで、極めて政治的な措置であり、言語道断です。安倍首相は特定秘密保護法や戦争法の制定を強行し、そして共謀罪創設へと戦争する国づくりに猛進しており、今回の河野統幕長発言や同氏に対する安倍政権の対応は、その流れの一環です。
憲法会議は、「戦争反対、9条守れ」の運動を、平和を願う多数の国民と手を携えて、共同の運動をさらに広げ、9条改憲阻止、安倍政権打倒を呼びかけます。
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